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　7月27日、アートコンサートが中島体育館
で行われました。音楽に子どもたちは夢中で
した。（詳細はp8～9）



〒861-3515　上益城郡山都町城平954番地
tel：0967-72-0024　fax：0967-73-1030

二輪車競技部・日本拳法部全国大会出場　
二輪車競技部　主将　高本君（緑科学科３年　清和中出身）

　私は、今年選手として三重県の鈴鹿サーキットで全国の代表選手と運転
技術を競います。熊本県代表という名に恥ないようにしっかり頑張って来
ます。県大会では、小さなミスや、もったいないミスがあったので、全国
大会ではそういったミスをしないように技術面・精神面をしっかり鍛えて
いきたいです。今まで頑張ってきた全てを全国大会にぶつけてきます。
　練習の時にサポートしてくれた仲間たちへの感謝の気持ちを忘れずに優
勝で恩返しをしたいです。

第４９回二輪車安全運転全国大会
期日：８月６日（土）７日（日）　　場所：三重県鈴鹿サーキット

日本拳法部男子　主将　矢畑君（緑科学科３年　愛媛県桜井中出身）
　私は、熊本県高校総体で個人優勝することができ、７月３０日、３１日
に奈良県橿原市で行われる全国高等学校日本拳法選手権に出場します。私
は、愛媛県出身ですが、熊本県の矢部高校で日本拳法がしたいと思い進学
を決めました。
　入学してから、つらいことや嬉しいことも沢山ありながら頑張ってきま
した。今回の全国大会がその３年間の集大成となるので、いままでお世話
になった方々への感謝の気持ちを忘れずに、一つでも多く勝ち良い結果が
出るように頑張りたいと思います。

日本拳法部女子　主将　渡邉さん（食農科学科２年　矢部中出身）
　私は、全国大会に団体戦と個人戦で出場します。
　団体戦では、女子部員３名と少ない人数でやってきて、自分たちで頑張
ろうという気持ちを持って今までやってきました。部員一人一人が、今ま
でやってきた練習の成果を出せるように頑張ります。
　個人戦では、団体戦とは違い一人での戦いになるので、緊張しますが絶
対に最後まであきらめないで、負けないという気持ちを持って挑もうと思
います。

　地震や大雨の影響で、思うように練習が出来ませんでしたが、今まで積み重ねてきた練習や、
応援してくださる方々への感謝の気持ちを忘れず自分たちに出来ることを精一杯頑張ってきます。
第６１回全国高等学校日本拳法選手権大会
期日：７月３０日（土）団体戦、３１日（日）個人戦　　場所：奈良県立橿原公苑第一体育館

熊本地震災害ボランティアに参加して　
食農科学科３年　鍜冶君（矢部中出身）

　私は、友達６名と４月 19 日～ 24 日まで、御船小学校の災害ボランティ
アに参加しました。ボランティア活動では、支援物資の受け入れ作業や、
避難されてこられた方に配るカレーを作りました。
　今回、ボランティア活動に参加し感じた事は、日本人の助け合いの精神
です。全国各地から沢山の支援物資に書かれている応援メッセージなど、
本当に心の温かさを感じることが出来ました。今回のボランティア活動
に参加して感じた事は一生忘れないし、参加して本当に良かったと思い
ました。

町長室から　工藤  秀一
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・問い合わせ先
YOU&YOU事務局（役場　山の都創造課）
　山本・𠮷田
【専用電話】
　090-9565-9589
【専用アドレス】
　marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp
【専用アドレス携帯】
　you_and_you.@docomo.ne.jp

松本 友幸  相談員（城平）
TEL：72-0001
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山都町の名木【第 13回】

妙
みょうけん

見の大ケヤキ
〔樹　種〕ニレ科ケヤキ属
〔指定等〕山都町天然記念物（平成 17 年 1 月 17 日）

　山都町浜町字瀬貝にあるケヤキです。このケヤキは、もと
もと幹周り約９ｍ、高さ約 32ｍを誇り、のびのびと枝を広げ
た姿のよい巨樹であり、「学術上貴重で、わが国の自然を記念
するもの」として昭和 13年（1938）５月 30日に国の天然
記念物に指定されていたほどの名木でした。しかし、残念な
がら、平成15年（2003）１月 12日に腐朽により倒木。同年
８月、国の指定は解除となりました。現在は、倒木したケヤキの幹などが残されており、今もなお、かつての
大ケヤキの息吹を感じられることから、町の天然記念物に指定されています。
　浜町には、この妙見の大ケヤキのほかにも「塩井手の大ケヤキ」と呼ばれるケヤキの巨樹が存在していました。
塩井手の大ケヤキは、幹周り約９ｍを誇る有数の巨樹として国の天然記念物に指定（昭和12年（1937）12月
31 日指定）されていたものの、昭和 24年（1949）に火災により枯死しています。これら２本のケヤキは、
現在の小一領神社の前身である柳本大明神の東西の御手洗場に生えたものと伝えられ、その袂からはどちら
も水が湧き出していたようです。妙見の大ケヤキのそばからは、現在もこんこんと清らかな水が湧き続けて
います。
〔参考文献〕熊本日日新聞『熊本県大百科事典』昭和 57 年 4 月 25 日発行

　障がい者相談員とは、地域にお住まいの障がい者及びその家族の相談に応じるとともに、障がいのあ
る人も地域の一員として安心して暮らせる社会づくりを目指すことを目的に町から委託をうけている人
のことをいいます。相談内容は、秘密が厳守されます。困ったときはお気軽にご相談ください。

身体障がい者・知的障がい者相談員の紹介

身体障がい者相談員 知的障がい者相談員

矢部地区
高松　東二郎
℡７５－０２５０

清和地区
梶原　彌壽夫
℡８２－２０７２

蘇陽地区
林　みち子

℡８５－０４０６

山崎　美穂
専用携帯

090-8402-2525

健康づくり教室受講者募集！
～食生活改善推進員養成講座～

　この健康づくり教室は、食生活を中心に生活習慣病を予防するための教室です。
　自分の食生活を見直すきっかけに参加してみませんか？そして、ここで学んだ事を食生活改善推進
員協議会に入会して家庭や地域で実践し、食生活を通して健康づくりの輪をみんなに広げましょう。

期　　日 内　　　　　　　容
　９／２１（水） 山都町の健康づくりの現状について・健康おやつ試食

１０／１９（水） 高血圧の予防について身体と食べ物の関係・調理実習

１１／１６（水） 運動の効果と実践（楽しく体を動かそう）

１２／２１（水） 糖尿病の予防にについて・調理実習

　１／１８（水） 脂質異常症の予防について・調理実習

　２／２２（水） 食生活改善推進員の活動について・健康おやつ試食　

対　象　者：山都町に在住の方（男性も参加できます。）
参 加 人 数： 20名
場　　　所：矢部保健福祉センター千寿苑
時　　　間：午前９時30分～13時まで
　　　　　　 ＊11月のみ午後13時～16時まで
　参加費は無料です。
　但し調理実習がある時は米１合必要になります。

（料理カードバイキング様子）

昭和45年（1970）頃の妙見の大ケヤキ

問い合せ　　健康福祉課（７２－１２９５）担当　片倉、藤岡

山都町食農観光塾　公開講座及び塾生募集のお知らせ
　山都町のこれからを担う若手リーダーを発掘・育成し、我が町の財産でもある「食」・「農」・「観光」をキー
ワードに、「町の活性化」や「町への交流人口の増」の仕組みづくり（事業計画の策定）を行い、実行して
いくことを目的に始まった「山都町食農観光塾」は、今年２年目を迎えます。
　そこで、第１期塾生のみなさんの活動の様子やこれからの食農観光塾の進め方について、広く町民の皆さ
んに知っていただくため、今年度の第１回目を公開講座で開催します。町民の皆様のたくさんのご参加をお
待ちしております！

期　日　平成 28年９月６日（火）　午後４時から
場　所　清和文楽館
内　容　第１部　第１期塾生によるパネルディスカッション
　　　　第２部　講演会
　　　　　　　　講　師：松下政経塾顧問（前塾頭）古山和弘（予定）
　　　　　　　　講演テーマ：～地域を取り巻く現状と課題の理解。地域リーダーのあり方、目指すべ
　　　　　　　　　　　　　　き町の姿とは？～

食農観光塾第２期塾生募集 !!
　山都町食農観光塾の第２期塾生を募集します。応募を希望される方は、募集用紙に必要事項をご記入のう
え、役場本庁山の都創造課までご提出ください。
　募集用紙は、公開講座当日に会場でもお配りしますが、山都町ホームページ及び山の都創造課にも準備し
ています。

期　間　平成 28年９月６日（火）から９月 23日（金）まで
資　格　50歳未満で町内在住の方（職種は問いません）
人　員　20人程度
受講料　無料

　山都町の魅力を伝えたい。地域の繋がりを強化し、人を呼び込みたい。
　このような熱意・想いをお持ちの方、応募ぜひお待ちしております！

応募・問い合わせ先
　山の都創造課
　　（７２－１１５８）
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山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
http：//www.police.pref.kumamoto.jp/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

犯罪・交通事故発生状況（山都町）

（　）内は平成２７年同時期の発生状況

事件・事故
刑法犯

人身交通事故

４件　（３件）

１件　（２件）

平成２８年６月中

　熊本地震で傷ついた郷土熊本を守り抜くため、そして、少しでも早く、県民のみ
なさんの平穏な生活を取り戻すために、私たちと一緒に仕事をしてみませんか。
　今、熊本県警察はあなたの力を必要としています！！

夏休み中の少年非行・家出を防止しましょう！！
　家庭は小さな社会です。家庭内の小さな約束を守ることが、
規範意識を育てることになります。決まりや約束を守ることで、
自分も守られることを家庭内でしっかりと教えて、よりよい習
慣を身につけさせましょう。
　毎日の生活の中で、子供の言葉や生活態度に注意して、
　　○　行き先をつけずに外出したり、帰りが遅くなる
　　○　買い与えていないものを持っている
　　○　言葉遣いが乱暴になる
　　○　嘘をついたり、ソワソワして落ち着きがなくなる
　　○　学校や部活に行きたがらない
　　○　友人関係に変化がみられる
　　○　片時も携帯電話を離そうとしない
など、非行の「兆し」を発見した場合、早期に適切な指導を行い、
子供を非行に走らせないようにしましょう。

↓↓どんなことでも結構です。お問い合わせ下さい↓↓
山都警察署総務係（採用担当）　℡０９６７－７２－０１１０（内線２１１）

　今回は重度心身障がい者医療費助成制度についてご紹介します。重度心身障がい者医療費助成制度と
は、重度の心身障がい者（児）が医療を受けた場合に医療保険が適用された医療費の自己負担を助成す
る制度です。
※ただし、入院時食事療養費、入院時生活療養費、移送費等除く。
※介護保険給付に係る利用者負担額も対象外です。

助成対象者
　○身体障害者手帳１～２級所持者
　○療育手帳Ａ１～Ａ２所持者
　○精神障害者保健福祉手帳１級所持者

助成金の額
　月々の医療費から次の自己負担額を差し引いた額を支払います。
　　自己負担額　・・・・　○入院のとき　　　　一医療機関につき　→　２, ０４０円／月
　　　　　　　　　　　　　○入院外のとき　　　一医療機関につき　→　１, ０２０円／月

助成金　＝　一部負担金の額　－　（※高額療養費等の額＋付加給付額＋自己負担額）

　※国民健康保険、後期高齢者医療保険以外の方で高額療養費や付加給付等の支給を受けた場合は支給
決定通知書を添付してください。

申請の方法
　①助成申請書に住所、氏名、電話番号、受給資格者番号を記入し、押印する。
　②助成申請書の「医療機関」欄に医療機関からの証明をもらう。
　③助成申請書の「調剤薬局」欄に調剤薬局からの証明をもらう。
　④領収書を添付し、役場健康福祉課福祉係窓口に提出する。　※郵送可
　　→金額等を確認後、領収書はお返しします。
　◆申請受付期間は、診療を受けた月の翌月から起算して一年以内です。
　　例：６月診療分→翌年の６月までに申請

助成金の支給
　高額療養費等の確認を行なうため、診療月の３か月後の末日（役場が休みの場合は前開庁日）に振り
込む流れとなります。
　　　例：６月診療分→９月３０日に振込み
　振込み日の約 1週間前に支給決定通知書を送付します。

資格更新の手続き
　毎年７月に所得状況を確認し、資格喪失になる方には通知します。

その他届出
　次のいずれかに該当するときは、必ず届け出てください。
　○住所・氏名に変更があるとき
　○加入している健康保険の種類や内容に変更があったとき
　○生活保護を受けたとき
　○受給資格者証を破損もしくは紛失したとき

☆次回 9月号、10月号は障がい者に関するマークについて
　ご紹介します。

～申請・問い合わせ先 ～
　　健康福祉課　　　　　72-1229
　　清和支所健康福祉係　82-2111
　　蘇陽支所健康福祉係　83-1111

7 6広報やまと 2016. 8 月号 広報やまと 2016. 8 月号



まちの話題

　6月22日、浜美荘では歯の衛生週間の一環としてお
口の衛生講話」が行われました。講師に歯科衛生士
の井上直子先生を迎え、さくらんぼ愛園の5歳児12名
も参加、入所者と一緒にお口の衛生について話を聞
きました。
　簡単に出来る口周りの筋肉を動かす体操を実践
し、虫歯予防の紙芝居を見たり、今日習ったことを振
り返る○×ゲームを行いました。クイズでは、正解す
る度に大きな歓声が上がりました。
　最後にみんなで、山都町産のブルーベリーやゆず
を使った手作りゼリーをおやつに食べました。子ども
からお年寄りまで虫歯予防、歯周病予防が大事だと
いうことを一緒に考えることができました。入所者の
みなさんは子ども達の笑顔に元気をもらった一日とな
りました。 

　7月27日、浜美荘で夕涼み会が行われました。浜美荘
の夕涼み会は、浜町C地区自治振興会の協賛により開催
されるものです。地域の方によるフラダンス、さくらんぼ
愛園の太鼓、田小野子ども会の太鼓などの出し物があ
り、入所者の方も楽しそうに観賞されていました。
　浜美荘からは、日頃から取り組んでおられる健康ダ
ンスを入所者の方が元気いっぱいに披露されました。
4月の熊本地震では浜美荘も施設の被害を受けまし
た。支援をいただいた方々への感謝と1日も早い復旧
を、そして山都町の美しい自然がいつまでも続くように
思いを込めて「365歩のマーチ」「山都町賛歌」を入所
者、家族、地域の方と合唱しました。会場は大いに盛り
上がりました。

お口の衛生講話 
　　－子供たちとのふれあい－

浜美荘夕涼み会
　7月27日、中島体育館でアートコンサートが行われまし
た。山口りえさん（東京都）が代表を務めるＮＰＯ法人
Instruments for childrenが、熊本地震で被災した子ど
もたちの心のケアを目的に、実施したものです。
　中島小の児童や地域住民ら約80人が、トランペットやフ
ルート、コントラバスなどの楽器が奏でる、となりのトトロの
テーマ曲などに聞き入りました。楽器の音比べのクイズや、
楽器に触れる体験など、随所に音楽に親しむコーナーも
設けられました。「実がなっている木」をテーマに、絵を描く
時間では、児童はここちよさそうに演奏に聞き入りながら、
またプロの鉛筆画家の筆さばきに感心しながら、思い思い
に鉛筆を動かしていました。
　アートコンサートは同日、中尾児童館でも行われ、保育園
児らが参加し、盛り上がりました。
　同コンサートをコーディネートした、中原麻衣子さんから
山都町へ、地震チャリティー義援金の寄贈もありました。

アートコンサート

　7月30日、馬見原商店街で2016馬見原モライアスロン
が行われました。世界最短の鉄人レース?!!と題し、町内
外から約200人が参加しました。
　参加者たちは川の流れをものともせず駆け抜け、背
丈に見合わないほど小さな三輪車を全力でこぐとくじ引
きで指定された商店で豪華景品を抱きかかえ、ゴールを
目指しました。
　ゴール後は、そうめん流しやプールに入った、トマトと
ブルーベリーすくいが行われました。

モライアスロン

　7月21日、中島小学校の児童が原地区公民館に集まっ
ていました。
　これは、熊本地震により被災した原地区のみなさんに
「自分たちに何かできることはないか」と4・5年生13名
が話し合い、花を渡すことで元気になってもらおうと呼
びかけ、行われました。花には手作りのメッセージカー
ドを添え、1軒ずつ回り渡しました。
　原地区のみなさんからは「暑い中ご苦労さま。ありが
とう」と笑顔がこぼれました。
　配り終え、原地区公民館に集まった児童は、「大変
だったけど、笑顔が見れてよかった、楽しかった。」との
声がありました。

自分たちにできること

　7月16日、山都町女性の会「魅力アップ塾第１回公開講座」が清和集落センターで開催されました。山都町女性
の会は、男性や女性といった性に縛られず“自分らしく”男女が対等なパートナーとして暮らしてゆける豊かで健や
かな地域社会づくりを進めるため、昨年度から活動を行っています。
　今回の講座は、西日本新聞社の佐藤弘さんによる
「食」に関する講演会。佐藤さんは、「食卓の向こう側」
シリーズの連載を担当された方です。地元の食材等を
活かし、食を豊かにする技術そのものを子どもに継承
するため、子どもたちが自分のお弁当を自分で作る小中
学校での月1回の「お弁当の日」の取り組みや、呼吸や
口を鍛えることで様々な効果を生む「あいうべ体操」な
ど、日々の暮らしを豊かにする多くの知恵や活動方法を
楽しく学びました。
　第２回公開講座は、9月30日、午後7時から、馬見原公
民館において、話し方に関する講座を開催予定です。

山都町女性の会“魅力アップ塾”第１回公開講座
スポーツの結果

山都町軟式野球協会旗春季選手権大会
5月23日（月）～5月25日（水）
優　勝：馬見原球友クラブ
準優勝：西部
個人賞：馬見原球友クラブ 岡田　竜弥 選手
敢闘賞：西部  岩野　貴弘 選手

優勝した馬見原球友クラブ
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お問い合わせ　本館：73-1616　清和分館：82-3033　蘇陽分館：73-2755
火曜日～金曜日：午前10時～午後6時まで　土曜・日曜日：午前10時～午後5時まで
休館日　全館共通：月曜日・月末日・祝日・年末年始

★平成２８年9月の
   移動図書館車わくわく号運行予定★

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
9月7日(水）  蘇陽南小学校（午後1時20分～）　馬見原保育園（午後1時30分～）　菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽キッズ（午後3時30分～）
9月8日（木）  おおのまなび舎CAFÉ（午前10時30分～）　ブルーベリーの家（午前11時～）　
　　　　　     蘇陽支所（午後0時30分～）　蘇陽中学校（午後1時～）　そよ風の里ほたる（午後2時～）　
　　　　　    蘇望苑（午後2時45分～）　はあとふる（午後3時30分～）
9月9日（金）  スクランブル（午前10時30分～）　二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）　
　　　　　     花上多目的集会所（午後0時30分～）　蘇陽小学校（午後1時10分～）　興梠商店・上差尾（午後1時55分～）　
　　　　　　  菅尾コミュニティセンター（午後2時30分～）   まこと薬局駐車場（午後3時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
9月13日（火）  小峰保育園（午前10時～）　緑川簡易郵便局（午前10時40分～）　清和支所（午後0時30分～）
　　　　　　　清和中学校（午後1時10分～）　大川保育園（午後1時30分～）　　清和学童（午後3時～）
9月14日（水） 山都消防署（午前10時～）　井無田公民館（午前10時30分～）　井無田診療所横（午前11時～）　
　　　　　　　原尻公民館（午前11時30分～）　清和小学校（午後1時～）　支援ハウス（午後1時40分～）　市野原（午後2時～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
9月21日（水）  金内公民館（午前9時45分～）　こころ（午前10時30分～）　島木のお店（午前11時～）
　　　　　　 矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）　大地（午後3時～）
9月23日（金）  風ノ木（午前10時～） 　　 浜美荘（午前10時35分～）　    千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　  大矢荘（午後1時15分～）　光露館（午後1時40分～）　　   彩雲苑・すみれ（午後2時～）
9月29日（木）  御所保育園（午前9時40分～）　稲生野（午前10時15分～）　山風華（午前10時45分～）
　　　　　　 山都町役場（午後0時30分～）　あおぞら（午後1時35分～）　富士ラーメン（午後2時～）

※9月22日（木）が祝日の為、9月29日（木）が巡回日となります。

　6月3日（金）・4日（土）図書館ホールにてミニミニ絵本カーニバルが開催されました。
　おたのしみ会では、保育園の子ども達が手遊びや、お話などを楽しみました。また、
コースターを作ろう！というワークショップが行われ、用意されたコースターに飾りを貼っ
たり、メッセージを書いたり・・・素敵な作品が出来上がりました。
　会場には季節の絵本な
どが展示され、子どもた
ちは思い思いに絵本を読
み楽しい時間を過ごして
いたようです。

　7月6日（水）図書館本館にて、「NPO子どもとメディア事務局長」の黒田加奈子さんを講師にお迎え
して、子どもとメディアについての講演会が開かれました。子どもたちを取り巻くメディア環境は急速に
変化しています。乳幼児期から接触する「早期化」、いつでもどこでも「長時間化」、そして、保護者が気
付かない間に利用してしまう事例もあります。長時間の利用は、コミュニケーション能力が育たず、生
活のリズムが乱れ、体の不調にも繋がります。乳幼児期から見つめあい、触れ合い、語り合う、そんな子
育ての重要性を黒田さんがお話されると、講演会に参加された方は熱心に耳を傾けていました。
　また、7月10日（日）には、町内読み語りボランティアの方を対象にしたワークショップが開かれまし
た。こちらも黒田さんを講師にお迎えして、メディアの害についての紙芝居を作成しました。出来上がっ
た紙芝居は、読み聞かせなどで利用しようとの声が上がりました。

「子育てメディア講演会」と「読み聞かせ交流会」が
開催されました

8月21日（日）蘇陽分館は休館となります。
なお、本館・清和分館は開館しております。

9月3日（土）・4日（日）本館は、休館となります。
なお、清和分館・蘇陽分館は開館しております。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を宜しくお願い致します。

8月1日より、熊本市との相互利用サービスが始まります。
これにより、熊本市の図書館を利用することができます。
詳しくは、各図書館までお問い合わせください。

「メディアの害」の紙芝居の一部 読み聞かせ交流会
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配
置
場
所

受
験
願
書
等
は
、（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
・
熊
本
県
下

消
防
本
部
及
び
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務
局

消
防
保
安
課
に
８
月
15
日
㈪
以
降
配
置
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11
番
４
号

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

（
０
９
６

－

３
６
４

－

５
０
０
５
）

介

護

相

談

員

募

集

　

介
護
相
談
員
と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
人
の
話
を
聴
き
、
疑
問
や
不
満
、
不
安
の
解

消
を
行
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
の
橋
渡

し
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
適
正
化

に
貢
献
し
ま
す
。
介
護
相
談
員
に
な
る
に
は
、

養
成
講
座
を
必
ず
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

山
都
町
内
に
在
住
で
、
健
康
で
意
欲
の
あ
る
方

※
原
則
と
し
て
養
成
講
座
の
全
日
程
に
参
加　

可
能
な
方

▼
申
込
期
間

　

８
月
31
日
㈬
ま
で

▼
定
員　

５
名

▼
期
日

９
月
30
日
㈮
、
10
月
６
日
㈭
、
10
月
13
日
㈭
、

12
月
中
旬
（
予
定
）

▼
場
所

　

熊
本
県
庁

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
９
５
）

被
災
農
業
者
向
け
「
農
の
雇
用
事
業
」

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
を
受
け
て
、
４
月

14
日
以
降
に
新
た
に
農
業
法
人
等
が
被
災
し
た

農
業
者
を
雇
用
し
て
実
施
す
る
研
修
に
対
し
て

助
成
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
の
場
合
は
雇
用
保
険
・
労
災
保

険
の
加
入
お
よ
び
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
れ
に
加

え
て
社
会
保
険
加
入
が
必
須
で
す
。

▼
募
集
期
間

　

平
成
29
年
１
月
31
日
㈫
ま
で
随
時
受
付

▼
通
常
の
農
の
雇
用
事
業
と
の
主
な
違
い

▽
雇
用
期
間
が
３
ヶ
月
以
上
で
あ
れ
ば
雇
用
形

態
は
問
わ
な
い

▽
過
去
の
農
業
経
験
年
数
が
５
年
以
上
の
者
で

も
可
能

▽
年
齢
要
件
の
定
め
な
し

▼
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
熊
本
県
農
業
会
議
農
政
・
担

い
手
課

（
０
９
６

－

３
８
４

－

３
３
３
３
）

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

９
月
の
年
金
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時

　

９
月
９
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

山
都
町
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
し
、
暴
力
・
虐
待
な

ど
の
事
案
が
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
法
務
局
お
よ
び
地
方
法
務

局
で
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
様
々
な

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、全
国
一
斉
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
を

実
施
し
、
取
り
組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

強
化
週
間
の
期
間
中
は
次
の
と
お
り
相
談
窓

口
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

▼
強
化
週
間

　

９
月
５
日
㈪
〜
９
月
11
日
㈰
ま
で

▼
相
談
窓
口

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

（
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

※
９
月
10
日
㈯
お
よ
び
11
日
㈰
は
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

相
談
は
、
人
権
擁
護
員
ま
た
は
法
務
局
職
員

が
受
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
０
９
６

－

３
６
４

－

２
１
４
５
）

人
権
セ
ン
タ
ー
（
72

－

２
０
３
１
）

母
子
家
庭
等
就
業
支
援

講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

熊
本
県
で
は
次
の
方
を
対
象
に
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

▼
対
象

▽
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
、
寡
婦

▽
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
可
能
で
、
技
能
・

資
格
取
得
に
意
欲
の
あ
る
方

※
全
て
を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

▼
講
習
名

オ
フ
ィ
ス
総
合
事
務
講
座
、
全
商
簿
記
３
級

＋
Ｐ
Ｃ
基
本
操
作

▼
日
時

９
月
25
日
㈰
〜
12
月
18
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
毎
週
日
曜
日　

計
13
回

▼
場
所

Ｐ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
ト
八
代
校

▼
定
員　

20
名

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
す
が
、
事
前
に
相

談
が
必
要
で
す
。

▼
費
用

受
講
料
は
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
料
は
自
己
負
担
で
す
。

▼
申
込
期
間

８
月
10
日
㈬
〜
８
月
26
日
㈮

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

募

集

熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
家
屋
の

応
急
修
理
申
込
み
に
つ
い
て

　

被
災
を
受
け
ら
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

り
災
証
明
書
で
半
壊
以
上
の
家
屋
に
つ
い
て

は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
応
急
修
理
制

度
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
要
件

▽
半
壊
・
大
規
模
半
壊
・
全
壊
の
罹
災
証
明
書

が
発
行
さ
れ
て
い
る
家
屋

▽
み
な
し
仮
設
住
宅
・
応
急
仮
設
住
宅
の
申
込

み
を
し
て
い
な
い

▽
住
居
と
し
て
使
用
し
て
い
る
家
屋

※
町
に
よ
る
解
体
と
応
急
修
理
の
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

８
月
31
日
㈬
ま
で

▼
持
参
物

り
災
証
明
書
、
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
（
免

許
証
等
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
（
72

－

１
１
４
５
）

清
和
支
所
農
林
建
設
水
道
係
（
82

－

２
１
１
１
）

蘇
陽
支
所
農
林
建
設
水
道
係
（
83

－

１
１
１
１
）

災
害
弔
慰
金
に
つ
い
て

　

熊
本
地
震
に
よ
り
、
災
害
関
連
死
と
審
査
委

員
会
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
に
、

災
害
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
お
よ
び
支
給
額

亡
く
な
っ
た
方
の
ご
遺
族
が
、
対
象
で
す
。

▽
生
計
維
持
者
の
場
合　
　
　

５
０
０
万
円

▽
生
計
維
持
者
以
外
の
場
合　

２
５
０
万
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

災
害
障
害
見
舞
金
に
つ
い
て

　

熊
本
地
震
に
よ
り
、
心
身
に
重
度
の
障
が
い

を
受
け
た
方
（
審
査
委
員
会
に
お
い
て
震
災
と

の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
た
方
に
限
る
）
に
、
災

害
障
害
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
障
が
い
は
、
咀
嚼
・
言
語
機
能

を
廃
し
た
方
、
神
経
系
統
等
の
機
能
に
著
し
い

障
害
が
残
っ
た
方
等
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
お
よ
び
支
給
額

重
度
の
障
害
を
受
け
た
方
が
、
対
象
で
す
。

▽
生
計
維
持
者
の
場
合　
　
　

２
５
０
万
円

▽
生
計
維
持
者
以
外
の
場
合　

１
２
５
万
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

災
害
援
護
資
金
に
つ
い
て

　

熊
本
地
震
に
よ
り
、
負
傷
又
は
住
家
、
家
財

に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
対
し
て
の
貸
付
事

業
で
す
。

　

世
帯
主
の
一
ヶ
月
以
上
の
負
傷
又
は
、
家
財

の
三
分
の
一
以
上
の
損
害
、
住
家
の
半
壊
、
大

規
模
半
壊
、
全
壊
の
方
々
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
貸
付
限
度
額　

３
５
０
万
円

※
利
率
は
年
３
パ
ー
セ
ン
ト
（
３
年
の
据
置
期

間
は
無
利
子
）

▼
償
還
期
間　

10
年

※
据
置
期
間
を
含
み
ま
す
。

▼
申
請
書
の
提
出
期
限

９
月
30
日
㈮
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

町
税
に
関
す
る
納
付
等
の

期
限
の
指
定
に
つ
い
て

　

熊
本
地
震
の
発
生
に
伴
い
、
平
成
28
年
４
月

14
日
㈭
以
降
に
到
来
す
る
町
税
の
申
告
、
納
付

等
の
期
限
を
延
長
し
て
い
ま
し
た
が
、
延
長
期

限
を
平
成
28
年
８
月
31
日
㈬
と
定
め
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
延
長
期
限
を
定
め
た
税
目

▽
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
、
特
別
徴
収
、
法
人
）

▽
固
定
資
産
税

▽
国
民
健
康
保
険
税

今
回
延
長
期
限
を
定
め
た
税
目
に
つ
い
て
、
期

限
ま
で
に
納
付
等
が
困
難
で
あ
る
方
は
、
個

別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
期
（
８
月
）
以
降
に
納
期
が
到
来

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
通
常
ど
お
り
の
納

期
限
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課
（
72

－
１
１
２
８
）

「
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川
と

海
づ
く
り
デ
ー
」
一
斉
清
掃
活
動

　

熊
本
県
で
は
ふ
る
さ
と
の
川
と
海
を
守
り
、

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

県
下
一
斉
に
川
や
海
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

山
都
町
で
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

８
月
28
日
㈰　

午
前
８
時
か
ら

▼
拠
点
会
場

中
央
体
育
館
前

▼
注
意
事
項

▽
ゴ
ミ
袋
は
当
日
各
拠
点
会
場
に
て
配
布
し
ま

す
。
軍
手
等
の
配
布
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▽
集
め
た
ご
み
は
分
別
を
さ
れ
、
拠
点
会
場
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
ご
み

は
小
峰
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
前
10
時
30
分
の
間
に
直
接
搬
入
を

さ
れ
る
か
、
翌
日
以
降
に
分
別
を
し
て
、
各

地
区
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
熱
中
症
予
防
の
た
め
帽
子
や
タ
オ
ル
、
飲
料

等
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
事
故
、
怪
我
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
水
道
課
（
72

－

４
０
０
２
）

山
都
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運

休

の

お

知

ら

せ

　

山
都
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
す
べ
て
の
路

線
が
終
日
運
休
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え

の
無
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間

　

８
月
15
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
（
72

－

１
２
１
４
）

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
高
齢
者
向
け
）
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
賃
金

引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

平
成
27
年
度
分
住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中

に
65
歳
以
上
と
な
る
方
（
昭
和
27
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
た
だ
し
、
住
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
方
、
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
の
方
な

ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▼
支
給
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

▼
持
参
い
た
だ
く
も
の

対
象
者
の
本
人
確
認
書
類
、
口
座
確
認
書
類
、

印
鑑

▼
申
請
締
切
日

８
月
22
日
㈪

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
方
に
は
5

月
中
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
期

限
内
に
申
請
書
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
支

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

　

清
和
支
所
健
康
福
祉
係
（
82

－

２
１
１
１
）

　

蘇
陽
支
所
健
康
福
祉
係
（
83

－

１
１
１
１
）

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
は
お
仕
事
探
し
を

お

手

伝

い

し

ま

す

　

県
で
は
、
上
益
城
地
域
振
興
局
内
に
「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

▼
内
容

就
職
に
関
す
る
相
談
、
職
業
適
性
診
断
、
求

人
に
関
す
る
情
報
提
供
・
求
人
の
開
拓
な
ど

▼
利
用
可
能
日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
要
予
約
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

（
０
９
６

－

２
８
２

－

１
０
１
３
）

相

談

窓

口

お

知

ら

せ

講

演
・

講

習
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交通規制案内図
２０１６八朔祭
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すくすく育て

１歳

１歳

１歳

１歳

１歳

１歳

保健センターだより
　山都町は 65歳以上の高齢者の割合が高い町です。75歳以上の後期高齢者の増加に伴なう要介護認定者の増
加、さらにそれに伴う介護費も増加しています。
　第６期介護保険事業計画策定の際のアンケート調査では、要支援・要介護「認定者」と「未認定者」を比較
した場合、①転倒したことがある者  ②転倒への不安がある者  ③家事全般ができない者の割合は、「認定者」
の方が高いという結果が出ました。
　このことから、今後の課題として、①高齢者の健康づくり  ②転倒しない体力づくり  ③若い世代からの体力
づくりの３つが考えられます。
　そこで、介護保険第１号被保険者となる 65歳の方を対象に、介護状態につながりやすい病気や生活習慣等に
ついての知識及び介護予防のための実践方法をお知らせするための「介護予防セミナー」を開催します。
　65歳になると、第１号被保険者となり、原因を問わず介護や生活支援が必要となった時にサービスを利用で
きるようになります。しかし、誰しも介護を受けることなく生活したいと考えておられることと思います。
　そこで、介護状態となることを予防するための基礎的な知識を学んだり、体力測定の結果からご自身の介護
危険度を判定する機会を設けました。
　「介護なんて今はまだ関係ない」と思っていても、病気や介護はいつ身近な問題になるかわかりません。
　65歳の節目の年に、是非このセミナーに参加して、自分らしいシニア期を送るための参考にして頂きたいと
思います。通知があった方は是非ご参加下さい。

山都町介護予防セミナー
◎体力測定
　身長・体重と体力測定５項目を測定し、参加者の体力レベルを評価します。また、簡単なアンケート
（基本チェックリスト）によって、生活機能の評価を行います。

◎体組成測定
　熊本県内に数台しか無い、高精度の体組成測定計『PhysionMD』を使用して、体内の筋肉率・骨率・
水分率・体脂肪率などを測定します。また、左右の腕や脚、体幹（腹筋や背筋など）のどの部分の筋肉が
減っているかなどが分かります。

専門の健康運動指導士が、参
加者の結果についてご説明
します。また、運動の必要性
や、家庭で行える簡単な運動
の方法などについてもアド
バイスします。
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交
通
標
語

山都町観光案内所

☎72-1054

　ギャラリー喫茶
ルポン
（営）９：３０～１７：３０ 定休日：毎週水曜日、年末年始
　〒861-3513  熊本県上益城郡山都町下市１５８

『お散歩デジカメ写真展「水・風景」小野敏治』
　　出展者：小野敏治さん
　　期　間：平成28年８月１日（月）
　　　　　　　　　～８月30日（火）まで
　熊本のあの場所も今回の災害で失ってしまいました。
　復興を願う気持ちで、私が撮りためた熊本の風景を是非
見て頂きたい想いで出品させて頂きました。

前号の訂正とお詫び
　７月13日発行第136号の広報やまとにおいて誤りが
ありました。
　関係各位には大変なご迷惑をおかけしました。お詫
びして訂正いたします。
○山都町行事予定表
　（誤）７月24日　乳幼児健診（４ヶ月、７ヶ月、１歳児）
　　　　　　　　／清和保健センター
　（正）乳幼児健診の実施はありません

編 集 後 記
　町内の学校が夏休みに入り、子どもたちを見かけ
る機会が多くなりました。町内が賑わいを見せ「夏
がきたな！」と感じます。
　夏と言えば、いよいよ山都の三大祭が始まります。
みなさんと一緒に楽しみつつ広報づくりに励みたい
と思います。（椎木）

山都町の人口
〔平成 28年７月 31日現在〕

男

女

計

世帯

７，６７３人

８，２７８人

１５，９５１人

６，６５１戸

（－１２）

（　－９）

（－２１）

（　　３）

※（　）は前月比

※最高齢は 107歳〔女性１人〕

※平成 28年７月の出生者数　3人

※平成 28年７月の死亡者数 30 人

八
田 

豊
久
さ
ん
（
入
佐
）
作

高
田 

ゆ
か
り

嘉
島 　

眞
司

工
藤 

美
智
子

今
村 　

芳
子

岩
村 

ヨ
シ
子

橋
本 　

恵
子

小
野 　

紀
子

藤
本 

千
代
美

古
閑 

比
奈
子

菅　

 

清
次
郎

菊
地　

 

成
河

中
村　

 

暢
子

渡
辺　

 

辰
男

梶
原　

 

公
希

梶
原　
　

 

徹

高
田
ゆ
か
り

眞
司

藤
美
智
子

村

芳
子

村
ヨ
シ
子

橋

恵
子

野

紀
子

藤

代
美

古
閑
比
奈
子

菅

清
次
郎

成
河

中
村

暢
子

辰
男

梶
原

公
希

梶
原

徹

あ
の
時
に
…　

後
悔
し
て
も　

も
う
遅
い

木
村　

保
奈
美
（
矢
部
高
校
）

事
故
な
く
そ
う　

あ
か
る
い
未
来　

大
切
に

藤
本　

り
え
（
矢
部
高
校
）

わ
た
し
た
ち
の
人
権  

137

　

誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

山
都
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
総
会
及
び
研
修
会
に
つ
い
て

　

６
月
27
日
（
月
）
中
尾
児
童
館
に
お
い

て
山
都
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
第
42
回

総
会
及
び
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
町
の
同
和
教
育
推
進
の

た
め
、
研
究
協
議
を
行
い
、
正
し
い
理
解

と
実
践
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
組
織
で
、町
内
の
様
々
な
団
体
の
方
々

を
構
成
員
と
し
、
幅
広
い
知
見
と
知
識
を

基
に
「
同
和
」
教
育
の
推
進
、
啓
発
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
５
年
度
の
事
業
・

決
算
の
報
告
、
２
０
１
６
年
度
の
事
業
方

針
（
案
）
や
予
算
（
案
）
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
元
校
長
先
生
で
あ
っ
た

野
田
幸
孝
さ
ん
を
招
き
、「
人
生
有
限
＆
教

育
夢
限
」
と
題
し
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
野
田
さ
ん
の
経
験
や
知
見

を
基
に
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
や

現
代
の
教
育
環
境
及
び
そ
の
問
題
、
ま
た

人
権
教
育
等
に
つ
い
て
時
に
は
笑
い
を
誘

い
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

｢

同
和｣

問
題
は
、
日
本
社
会
の
中
で

歴
史
的
に
、
政
治
的
・
人
為
的
に
つ
く
ら

れ
た
身
分
制
度
に　

基
づ
く
日
本
固
有
の

部
落
差
別
に
か
か
わ
る
人
権
問
題
で
す
。

１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
の｢

解
放
令
」

か
ら
１
４
５
年
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を

柱
と
す
る
日
本
国
憲
法
の
制
定
か
ら
も
71

年
、
今
日
な
お
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
お
い
て
、
行
政
的
に
も
そ
の

大
き
な
責
務
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

１
９
６
５
年
（
昭
和
40
）
年
の
同
和
対

策
審
議
会
答
申
で
は
、「
同
和
行
政
は
、
基

本
的
に
は
国
の
責
任
に
お
い
て
、
当
然
行

う
べ
き
行
政
で
あ
っ
て
、
過
度
的
な
特
殊

行
政
で
も
な
け
れ
ば
、
行
政
の
た
め
の
行

政
で
も
な
い
。
部
落
差
別
が
現
存
す
る
か

ぎ
り
こ
の
行
政
は
積
極
的
に
推
進
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣

と｢

国
の
責
務｣

を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
答
申
を
受
け
て
、

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
に
同
和
対
策
事

業
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
同
法
で
は

｢

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務｣

と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
積
極
的
に
取
り
組
み
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
時
限
立
法
措
置
に
よ
る
差
別

の
解
消
の
限
界
性
も
指
摘
さ
れ
る
中
、
教

育
・
啓
発
の
推
進
に
関
し
、
２
０
０
０
（
平

成
12
）
年
12
月
に
は
、｢

人
権
教
育
及
び
人

権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律｣

が
施
行

さ
れ
、｢

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
国
民
の

責
務｣

が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
部
落
差
別
を
根
底
か
ら
解
消

し
て
い
く
た
め
の｢

部
落
解
放
基
本
法｣

の
制
定
に
向
け
て
さ
ら
な
る
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
は
、
差
別
が
現
存
し
て
い
る
限
り
、

す
べ
て
の
国
民
に
基
本
的
人
権
の
享
有
を

保
障
し
て
い
る
憲
法
の
理
念
に
従
い
、｢

同

和｣

問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
21
世
紀　

人
権
の
世
紀
を
担
う
あ
な
た

に
」
よ
り
抜
粋

講演会のようす

〜
人
権
教
育
〜

　

｢

同
和｣

問
題
の
解
決
と
行
政
の
責
務
、
そ
し
て
国
民
の
責
務
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　フォトサークル山都運営局への写真の持
ち込みは山都町内の写真に限定いたしま
す。（内容は何でも結構です。）
　タイトル、撮影者、撮影場所、コメント
を作成していただきます。
　掲載する写真は厳選な審査で決めた写真
になります。
　なお、発表は掲載をもってかえさせてい
ただきます。

　〒 861-3518
　熊本県上益城郡山都町浜町 187
　TEL：72-3455
　フォトサークル山都事務局
　（パソコンショップあひる倶楽部）

「私の一枚」作品募集
応募方法

【コメント】：夏の唐笠松は地震にも大雨にも耐えて悠然と夏空の中にその雄
姿を見せて聳え立っていました。
まるで「熊本頑張れ！」といわんばかりに聳え立っていました。

８月 ９月
10水 　 １木 　

11木 山の日
ファミサポ講習会／千寿苑 ２金 　

12金 　 ３土 八朔祭／浜町周辺

13土 　 ４日 矢部広域病院／☎ 72-1121
八朔祭／浜町周辺

14日 坂本クリニック／☎ 72-0210 ５月 　

15月 山都町コミュニティバス運休日 ６火 子育てサロン／清和保健センター
食農観光塾／清和文楽館

16火 子育てサロン／清和保健センター ７水 蘇陽地区移動図書
山都町 PTA連絡協議会人権教育等研修会／児童館

17水 矢部地区移動図書 ８木 蘇陽地区移動図書
歯科検診（4歳児）／千寿苑

18木 矢部地区移動図書　　　 法律相談日／清楽苑
矢部高校応援町民会議／矢部高校 ９金 蘇陽地区移動図書

19金
矢部地区移動図書
乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑
上益城きぼうの家夏祭り／浜町体育館 10土 親子で人形劇「かさじぞう」／蘇陽支所

20土 火伏地蔵祭／馬見原商店街一帯 11日 瀬戸病院／☎ 75-0111
清和文楽の里まつり／清和文楽邑　　 山都塾

21日 伴病院／☎ 72-0029
火伏地蔵祭／馬見原商店街一帯 12月 　

22月 　 13火 子育てサロン／蘇陽支所
清和地区移動図書

23火 子育てセミナー／千寿苑 14水 広報やまと発行日
清和地区移動図書　　　　 法律相談日／蘇陽支所

24水 町童話発表大会／中央公民館 15木 みんなで食事作り／つどいの広場シャベル
金婚式表彰／千寿苑

25木 みんなで食事作り／つどいの広場シャベル
集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）３期口座振替日 16金 乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑

26金 乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／清和保健センター 17土 御岳小、潤徳小運動会／各小学校

27土 18日 そよう病院／☎ 83-1122
中島小運動会／小学校　　 山都塾

28日 野田医院／☎ 72-0307
くまもと・みんなの川と海づくりデー／各地区 19月 敬老の日

29月 　 20火 子育てサロン／清和保健センター

30火 町内小・中学校始業式 21水 　

31水 集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）１～３期納期限 22木 秋分の日

山都町行事予定表
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私の一枚

タイトル：夏　空
撮 影 者：尾上  利弘
撮影場所：下川井野
　　　　　（唐笠松）


